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(57)【要約】
【課題】拡散送風モードにおいてノブを左右方向へ移動
可能にすることで拡散送風方向を切換可能にして切換操
作性を簡明にする。
【解決手段】ケース１内の対向支持部に対し上下の両端
側を回動可能に枢支された複数のフィン２と、フィンの
２以上を連動させるリンク機構６と、ケース１内の対向
した第２支持部に対し左右の両端側が回動可能に枢支さ
れた横型フィン３と、横型フィンに対し前後及び左右に
移動可能に支持されたノブ５とを備え、フィン２が互い
に略平行となる平行送風モードと、フィンの２以上を互
いに反対方向に回動した拡散送風モードとをノブ５を介
し調整切換可能な風向調整装置であって、ノブを空気吹
き出し方向において前又は後方移動操作によりリンク機
構を介し平行送風モードから拡散送風モードに切り換え
ると共に、その状態にて左又は右側への移動操作により
複数のフィン２のうち一部のフィンを略同方向へ回動し
て拡散送風方向を切り換える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気を前側開口部より外へ吹き出すよう設定されたケースと、前記ケース内の対向した
支持部に対し上下の両端側を回動可能に枢支された複数のフィンと、前記フィンの２以上
を連動させるリンク機構と、前記ケース内の対向した第２支持部に対し左右の両端側が回
動可能に枢支された横型フィンと、前記横型フィンに対し前後及び左右に移動可能に支持
された操作用ノブとを備え、前記フィンが互いに略平行となる平行送風モードと、前記フ
ィンの２以上を互いに反対方向に回動した拡散送風モードとを前記操作用ノブを介して調
整切換可能な風向調整装置であって、
　前記操作用ノブを空気吹き出し方向において前又は後方移動操作により前記リンク機構
を介して平行送風モードから拡散送風モードに切り換えると共に、その状態にて左又は右
側への移動操作により前記複数のフィンのうち一部のフィンを略同方向へ回動して拡散送
風方向を切り換えることを特徴とする風向調整装置。
【請求項２】
　前記操作用ノブは前記横型フィンにスライダーを介して支持されており、前記スライダ
ーは前記横型フィンに対して左右方向若しくは前後方向に作動規制されており、前記操作
用ノブは前記スライダーに対して前後方向若しくは左右方向に作動規制されていることを
特徴とする請求項１に記載の風向調整装置。
【請求項３】
　前記フィンは、前記ケースの支持部に対して回動可能に枢支されたフィン軸部と、前記
リンク機構を構成しているリンクに枢支されるリンク軸部とを有し、前記拡散送風モード
において、前記フィン軸部が前記リンク軸部より前方に配されることで、前記フィンの２
以上が互いに前方側を外側に回動して空気吹き出し方向を左右方向に拡散可能にすること
を特徴とする請求項１又は２に記載の風向調整装置。
【請求項４】
　前記フィンは、前記ケースの支持部に対して回動可能に枢支されたフィン軸部と、前記
リンク機構を構成しているリンクに枢支されたリンク軸部を有し、前記拡散送風モードに
おいて、前記フィン軸部が前記リンク軸部より後方に配されることで、前記フィンの２以
上が互いに前方側を内側に回動して空気吹き出し方向を上下方向に拡散可能にすることを
特徴とする請求項１又は２に記載の風向調整装置。
【請求項５】
　前記フィンは、前記操作用ノブの通常位置への移動により互いに略平行となる平行送風
モードと、前記操作用ノブを通常位置から前後方向への移動により２以上を互いに反対方
向に回動した拡散送風モードと、前記操作用ノブを通常位置から左右方向への移動により
同方向へ回動して互いに略平行に傾斜した傾斜送風モードと、前記操作用ノブを拡散送風
モードにおいて左右方向への移動により中間フィンを挟んだ左側フィン及び右側フィンの
傾斜角が異なる変形拡散モードとに切換可能となっていることを特徴とする請求項１から
４の何れかに記載の風向調整装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷暖設備や空調設備などにおいて、前側開口部に向かう空気の流れをフィン
を介して可変する風向調整装置に関し、特にフィンがリンク機構を介して可変されるよう
にした風向調整装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１６は特許文献１に開示の車両用風向調整装置を示している。この装置構造では、空
気を前側開口部より外へ吹き出すよう設定されたケース１２と、ケース１２内の対向した
支持部１９Ａ，１９Ｂ（１９）に対し上下の両端側を回動可能に枢支された複数のフィン
１６Ａ～１６Ｇ（１６）と、フィン１６の２以上を連動させるリンク機構１４と、ケース
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１２内の対向した第２支持部１７Ａ，１７Ｂ（１７）に対し左右の両端側が回動可能に枢
支された横型フィン１３と、横型フィン１３に対し前後及び左右に移動可能に支持された
操作用ノブ１８とを備えている。この切換作動において、フィン１６は、図１７（ａ）の
ごとく互いに略平行となる平行送風モード、同（ｂ）のごとくフィン１６の２以上を互い
に反対方向に回動した拡散送風モード、同（ｃ）のごとくフィン１６が互いに略平行に傾
斜した傾斜送風モードとに切り換えられる。
【０００３】
　すなわち、平行送風モードでは、ノブ１８が横型フィン１３に対して同図の初期又は通
常位置、つまり横型フィン１３の左右中間に移動された状態である。拡散送風モードでは
、ノブ１８が平行送風モードにおいて前方向へ引っ張られて、フィン１６Ａ～１６Ｃとフ
ィン１６Ｅ～１６Ｇがリンク機構１４を介して反対方向に回動された状態である。拡散送
風モードから再び水平送風モードに戻す場合は、ノブ１８を押し操作すると、中間フィン
１６Ｄが元の通常位置まで移動され、それと同期して、他のフィン１６Ａ～１６Ｇも対応
するリンク１４Ａ～１４Ｄを介して互いに略平行な状態である水平送風モードに切り換え
られる。傾斜送風モードでは、ノブ１８が平行送風モードから矢印方向へ横移動されて、
全てのフィン１６Ａ～１６Ｇが同方向へ回動されて互いに略平行に傾斜した状態である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ２０１５／０８７９７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記した構造は、利点として、操作用ノブが横型フィンに対し前後及び左右に移動可能
に支持されているためノブの支持構造を簡略化できると共に、ノブ操作により縦型である
複数のフィンを平行送風モード、拡散送風モード、傾斜送風モードの３パターンに送風態
様を切換可能となる。しかし、この切換操作では、ノブにより拡散送風モードから傾斜送
風モードに切り換える場合、ノブを押して平行送風モードに切り換えてから、ノブを左右
に移動しなければならない。
【０００６】
　換言すると、ノブは、図１７（ｂ）の拡散送風モードにおいて、一旦、押して通常位置
に戻さないと左右に移動できない。このため、操作する者は、ノブを前後方向に移動して
拡散送風モードと平行送風モードの切換操作について迷うことなく行うが、拡散送風モー
ドの状態でノブを左右方向に移動不能なため、更に傾斜送風モードへの切換を断念してし
まう虞がある。これは、送風態様を多く構成しても、ノブ操作の煩雑性から使われない送
風態様となり、使い勝手及び商品価値を充分発揮できないことを意味する。
【０００７】
　本発明の目的は、以上のような課題を解消して、拡散送風モードの状態において操作用
ノブを左右方向へ移動可能にすることで拡散送風方向を切換可能にして切換操作性を簡明
にしたり操作者の断念の虞を解消することにある。他の目的は、送風態様をより多くして
商品価値を向上することにある。更に他の目的は、以下の内容説明のなかで明らかにする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため請求項１の発明は、図１～図１０の例で特定すると、空気を前
側開口部より外へ吹き出すよう設定されたケース１と、前記ケース内の対向した支持部（
１３，１５）に対し上下の両端側を回動可能に枢支された複数のフィン２と、前記フィン
２の２以上を連動させるリンク機構６と、前記ケース内の対向した第２支持部（１２，１
２）に対し左右の両端側が回動可能に枢支された横型フィン３と、前記横型フィン３に対
し前後及び左右に移動可能に支持された操作用ノブ５とを備え、前記フィン２が互いに略
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平行となる平行送風モードと、前記フィンの２以上を互いに反対方向に回動した拡散送風
モードとを前記操作用ノブを介して調整切換可能な風向調整装置であって、前記操作用ノ
ブ５を空気吹き出し方向において前又は後方移動操作により前記リンク機構６を介して平
行送風モードから拡散送風モードに切り換えると共に、その状態にて左又は右側への移動
操作により前記複数のフィン２のうち一部のフィンを略同方向へ回動して拡散送風方向を
切り換えることを特徴としている。
【０００９】
　以上の本発明は、請求項２～５で特定したように具体化されることがより好ましい。
（１）、前記操作用ノブは前記横型フィンにスライダーを介して支持されており、前記ス
ライダーは前記横型フィンに対して左右方向若しくは前後方向に作動規制されており、前
記操作用ノブは前記スライダーに対して前後方向若しくは左右方向に作動規制されている
構成である（請求項２）。
（２）、前記フィンは、前記ケースの支持部に対して回動可能に枢支されたフィン軸部と
、前記リンク機構を構成しているリンクに枢支されるリンク軸部とを有し、前記拡散送風
モードにおいて、前記フィン軸部が前記リンク軸部より前方に配されることで、前記フィ
ンの２以上が互いに前方側を外側に回動して空気吹き出し方向を左右方向に拡散可能にす
る構成である（請求項３）。ここで、『前記フィンの２以上が互いに前方側を外側に回動
』とは、２以上のフィンがその前方側を前記開口部の左右中間を境としてその中間より離
れる側に回動するということである。
【００１０】
（３）、前記フィンは、前記ケースの支持部に対して回動可能に枢支されたフィン軸部と
、前記リンク機構を構成しているリンクに枢支されたリンク軸部とを有し、前記拡散送風
モードにおいて、前記フィン軸部が前記リンク軸部より後方に配されることで、前記フィ
ンの２以上が互いに前方側を内側に回動して空気吹き出し方向を上下方向に拡散可能にす
る構成である（請求項４）。ここで、『前記フィンの２以上が互いに前方側を内側に回動
し』とは、２以上のフィンがその前方側を前記開口部の左右中間側に回動するということ
である。
（４）、前記フィンは、前記操作用ノブの通常位置への移動により互いに略平行となる平
行送風モードと、前記操作用ノブを通常位置から前後方向への移動により２以上を互いに
反対方向に回動した拡散送風モードと、前記操作用ノブを通常位置から左右方向への移動
により同方向へ回動して互いに略平行に傾斜した傾斜送風モードと、前記操作用ノブを拡
散送風モードにおいて左右方向への移動により中間フィンを挟んだ左側フィン及び右側フ
ィンの傾斜角が異なる変形拡散モードとに切換可能となっている構成である（請求項５）
。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１の発明では、複数のフィンのうち、２以上のフィンを連動させるリンク機構及
操作用ノブを備え、フィンが互いに略平行となる平行送風モードと、２以上のフィンを互
いに反対方向に回動した拡散送風モードとを調整切換可能にする構造として、例えば、操
作者が操作用ノブを前後の方向に移動して平行送風モード、拡散送風モードを選択し切り
換える。加えて、操作者が拡散送風モードの状態にて操作用ノブを左側又は右側つまり横
方向への移動操作により複数フィンのうち一部のフィンを略同方向へ回動して拡散送風方
向を形態例のごとく変形拡散送風モードに切り換えることができる。この利点は、形態例
の場合だと、送風態様の切換操作が操作用ノブを通常位置から引き移動して平行送風モー
ドから拡散送風モードに切り換えた後、続いて横方向への移動により拡散送風モードから
変形拡散モードに連続して切換可能となる。このため、この切換構造では、操作用ノブに
よる連続した切換操作を可能にすることで送風態様の切換操作性を簡明にし、課題で述べ
たように操作者の断念の虞を解消する上で有用となる。
【００１２】
　請求項２の発明では、操作用ノブが横型フィンにスライダーを介して支持されているた
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め、形態例のごとくスライダーを横型フィンに対して横方向つまり左右方向に作動規制す
ると共に、操作用ノブをスライダーに対して前後方向に作動規制可能となり、それにより
請求項１の作動切換をガタツキなく、見栄えが良く、良好な操作性も実現し易くなる。な
お、操作用ノブ及びスライダーの関係は、形態例に限られず、スライダーを横型フィンに
対して前後方向に作動規制すると共に、操作用ノブをスライダーに対して横方向つまり左
右方向に作動規制可能とすることも可能である。
【００１３】
　請求項３及び４の各発明では、図４に例示されるごとくフィン軸部がリンク軸部より前
方に配されることで、フィンの２以上が互いに前方側を外側に回動して空気吹き出し方向
を左右方向に拡散可能となり、図１３に例示されるごとくフィン軸部がリンク軸部より後
方に配されることで、フィンの２以上が互いに前方側を内側に回動して空気吹き出し方向
を上下方向に拡散可能となる。これらの利点は、本発明の拡散送風モードとして、図４の
ごとく横拡散タイプつまり中間フィンを境にして左側及び右側の各フィンがそれぞれ外側
を向いた構成と、図１３のごとく縦拡散タイプつまり中間フィンを境にした左側及び右側
の各フィンがそれぞれ内側を向いた構成（この構成では空気が左及び右方向から中間に向
かって吹き出し、中間で衝突して縦方向の流れとなる）とを選択容易となる。
【００１４】
　請求項５の発明では、送風態様の選択が平行送風モード、拡散送風モード、傾斜送風モ
ード、変形拡散送風モードの４種類となり、送風態様パターンをより多くして商品価値を
向上できようにする。勿論、拡散送風モード、傾斜送風モード、変形拡散送風モードでは
各フィンの角度を可変して微調整も行える。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１形態の風向調整装置の外観を示し、（ａ）は平行送風モード状態での図、（
ｂ）は（ａ）から横型フィンを上斜めに傾斜させた状態での図である。
【図２】上記平行送風モード状態での風向調整装置の詳細を示し、（ａ）は上面図、（ｂ
）は正面図、（ｃ）は側面図である。
【図３】上記平行送風モードでの風向調整装置構成を示し、（ａ）は模式横断面図、（ｂ
）は（ａ）のＸ部において上ノブを外したスライダー露出状態での図である。
【図４】横拡散送風モードに切り換えた風向調整装置構成を示し、（ａ）は模式横断面図
、（ｂ）は（ａ）のＸ部において上ノブを外したスライダー露出状態での図である。
【図５】傾斜送風モードに切り換えた風向調整装置構成を示し、（ａ）は模式横断面図、
（ｂ）は（ａ）のＸ部において上ノブを外したスライダー露出状態での図である。
【図６】変形拡散送風モードに切り換えた風向調整装置構成を示し、（ａ）は模式横断面
図、（ｂ）は（ａ）のＸ部において上ノブを外したスライダー露出状態での図である。
【図７】上記風向調整装置のケース構成及び横型フィンなどを示す斜視図である。
【図８】上記風向調整装置を構成している部材同士の関係を示す概略分解斜視図である。
【図９】上記風向調整装置のスライダー及び横型フィンの関係を示し、（ａ）はスライダ
ーの上面図、（ｂ）はその側面図、（ｃ）は横型フィンの上面図、（ｄ）はその側面図で
ある。
【図１０】上記風向調整装置のノブを示し、（ａ）は上ノブの上面図、（ｂ）はその側面
図、（ｃ）は下ノブの上面図、（ｄ）はその側面図である。
【図１１】第２形態の風向調整装置要部を図８に対応して示す分解斜視図である。
【図１２】第２形態の風向調整装置構成を図３に対応して示し、（ａ）は模式横断面図、
（ｂ）は（ａ）のＹ部において上ノブを外したスライダー露出状態での図である。
【図１３】第２形態の風向調整装置構成を図４に対応して示し、（ａ）は模式横断面図、
（ｂ）は（ａ）のＹ部において上ノブを外したスライダー露出状態での図である。
【図１４】第２形態の風向調整装置構成を図５に対応して示し、（ａ）は模式横断面図、
（ｂ）は（ａ）のＹ部において上ノブを外したスライダー露出状態での図である。
【図１５】第２形態の風向調整装置構成を図６に対応して示し、（ａ）は模式横断面図、



(6) JP 2017-100467 A 2017.6.8

10

20

30

40

50

（ｂ）は（ａ）のＹ部において上ノブを外したスライダー露出状態での図である。
【図１６】特許文献１の図１０を示した風向調整装置の説明図である。
【図１７】特許文献１の図１２～１４の各（ｃ）を示した説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の形態について添付図面を参照しながら説明する。この説明では、図１か
ら図１０に示した第１形態の構造及び作動を詳述した後、図１１から図１５した第２形態
における変更点について言及する。
【００１７】
（第１形態の構造）この風向調整装置９は、図１及び図７と図８に示されるごとく、空気
を内部から外へ吹き出すよう設定されたケース１と、ケース１内で前側開口付近の上下面
に対向した軸受用支持部を構成している上下の凹所１３，１５に対し回動可能に枢支され
た複数のフィン２Ａ～２Ｇ（２）と、ケース１内の前開口付近の左右に対向している軸受
用第２支持部１２に対し回動可能に枢支された横型フィン３と、各フィン２Ａ～２Ｇのう
ち２以上のフィンを連動させるリンク機構６と、横型フィン３に組付けられたスライダー
４及び操作用ノブ５とを備えている。
【００１８】
　風向調整装置９の要部は、ノブ５が横型フィン３にスライダー４を介して支持されると
共に、複数のフィン２のうち中間フィン２Ｄに連結された状態で前後及び左右に移動可能
となっている点にある。また、リンク機構６は、中間フィン２Ｄと、中間フィン２Ｄの両
隣に配されている第１フィン２Ｃ，２Ｅとをそれぞれ回動自在に連結している２つの第１
リンク６Ｂ，６Ｃと、更に複数のフィン２として第１フィン２Ｃ，２Ｅの両隣のうち、中
間フィン２Ｄと反対側に配置された第２フィン２Ｂ，２Ｆ、及び第２フィン２Ｂ，２Ｆの
外側に配置された第３フィン２Ａ，２Ｇと、第２フィン２Ｂ，２Ｆ及び第３フィン２Ａ，
２Ｇを第１フィン２Ｃ，２Ｅに連動ないしは同期させるための２つの第２リンク６Ａ，６
Ｄを有している。以下、これらの細部を明らかにする。
【００１９】
　なお、各部材の材質は、ケース１を構成している本体１０Ａ及び前枠１０Ｂと、横型フ
ィン３０と、フィン２を構成している各フィン２Ａ～２Ｇと、リンク機構６を構成してい
る各リンク６Ａ～６Ｄと、ノブ５を構成している上ノブ５Ａ及び下ノブ５Ｂとは全て樹脂
品であるが、樹脂以外でも差し支えない。
【００２０】
　まず、ケース１２は、図７に示されるごとく概略筒形の本体１０Ａと、本体１０Ａの前
側に装着される化粧枠である前枠１０Ｂとにより内空間を区画形成している。本体１０Ａ
は、前両側の４隅に設けられた取付孔付きの取付部１１と、前両側に突出されて前側の軸
孔１２ａ及び後側の円弧溝１２ｂを形成している第２支持部１２と、第２支持部１２の一
方の前側に設けられた突起１２ｃと、各第２支持部１２の後方側に設けられた係合爪１２
ｄと、前側上下面に対向して設けられて支持部を構成している複数の上凹所１３及び下凹
所１５と、上凹部１３同士の間及び下凹部１５同士の間にあって左右及び中間の合計４箇
所（上下だと合計８箇所）の区画部１６と、各区画部１６に設けられた係合爪１４とを有
している。
【００２１】
　このうち、両側の軸孔１２ａ及び円弧溝１２ｂは対向している。円弧溝１２ｂは軸孔１
２ａを中心とした緩い円弧状となっている。上凹所１３及び下凹所１５は、左右中間のも
のを除いて、所定長さの単純な溝状であり後述するごとく前枠１０Ｂの対応片部１９が嵌
合されることで軸孔を形成する。これに対し、左右中間にある上凹所１３及び下凹所１５
は、後述する中間フィン２Ｄのフランジ２０ａ付きの軸部２０を前後に移動可能な蟻溝形
状に形成されている。
【００２２】
 前枠１０Ｂは、本体１０Ａの前側を縁取る部材であり、両側辺部の前方に設けられて第



(7) JP 2017-100467 A 2017.6.8

10

20

30

40

50

２支持部１２を受け入れる空間を側面との間に区画している前板部１７と、前板部１７の
一方に設けられて突起１２ｃと嵌合する開口１７ａと、両側面に対向して設けられて上記
対応する係合爪１２ｄと係合する係合孔１７ｂと、上・下辺部に設けられて上凹部１３同
士の間の区画部１６、又は、下凹所１５同士の間の区画部１６に配置される複数の片部１
８と、各片部１８に設けられて上記した係合爪１４と係合する係止孔１８ａと、上凹所１
３及び下凹所１５に嵌合される複数の突起１９と、上記した取付部１１に重ねられる取付
孔付きの取付部１７ｃとを有している。
【００２３】
　以上の本体１０Ａには、上凹所１３及び下凹所１５に対してフィン２（２Ａ～２Ｇ）が
予めリンク機構６により連結された状態で回動可能に枢支され、軸孔１２ａ及び円弧溝１
２ｂに対して横型フィン３が回動可能に枢支される。その状態から、本体１０Ａに前枠１
０Ｂが組付けられる。前枠１０Ｂ及び本体１０Ａは、各片部１８が本体側の対応区画部１
６に配置されて係合爪１４及び係止孔１８ａの係合と、係合孔１７ｂに対する本体側係合
爪１２ｄの係合とにより一体物のケース１となり、同時に風向調整装置９として完成され
る。なお、ケース１は、取付部１７ｃ、１１を利用して車両等の設置部に装着される。装
着状態では、ケース１が車体前後方向に開口しており、前枠１０Ｂ側が空気吹出口として
、本体１０Ａの後側が空気吸入口となる。
【００２４】
　フィン２Ａ～２Ｇは、上下の端面にあって板幅方向の略中間にそれぞれ同軸線上に突出
された軸部２０と、上端面にあって軸部２０より後側に突設されている軸部２１とを有し
ている。各軸部２０は、軸部２１に比べて後述するリンク６Ａ～６Ｄの略厚さ分だけ長く
形成されている。また、各軸部２０のうち、フィン２Ａ～２Ｃ及び２Ｅ～２Ｇの上下の軸
部２０は単純な円柱状に形成されている。これに対し、中間フィン２Ｄの上下の各軸部２
０は、フランジ２０ａ付きであり、上記対応する上凹所１３及び下凹所１５の蟻溝形状に
沿って前後に移動自在に支持される。
【００２５】
　また、フィン２Ａ～２Ｇは、リンク機構６を構成している４つのリンク６Ａ～６Ｄによ
り作動連結されている。この例では、左右中間に位置する中間フィン２Ｄと、中間フィン
２Ｄの両隣に配されている第１フィン２Ｃ，２Ｅとが２つの第１リンク６Ｂ，６Ｃにより
回動可能に連結されている。また、一方の第１フィン２Ｃと、第１フィン２Ｃの外側にあ
る第２フィン２Ｂ、及び第２フィン２Ｂの外側にある第３フィン２Ａとは第２リンク６Ａ
により回動可能に連結されている。また、他方の第１フィン２Ｅと、第１フィン２Ｅの外
側にある第２フィン２Ｆ、及び第２フィン２Ｆの外側にある第３フィン２Ｇとは第２リン
ク６Ｄにより回動可能に連結されている。更に、中間ファン２Ｄには、円弧溝２３ａが板
幅方向の前側にあって上下方向に設けられており、円弧溝２３ａと前縁部分との間が把持
可能な片部２３となっている。なお、フィン２Ａ～２Ｇの前縁側は、横型フィン３の回動
を許容するよう円弧状に形成されている。
【００２６】
　詳述すると、第１リンク６Ｂ，６Ｃは、両端側に設けられた軸孔７，７を有している。
第２リンク６Ａ，６Ｄは、第１リンク６Ｂ，６Ｃより長く形成されて、両端側及び中間に
それぞれ設けられた３つの軸孔７を有していると共に、第１リンク６Ｂ又は６Ｃと連結さ
れる対応端部を上又は下向きの段差に形成し該段差に突設けられ軸部８を有している。
【００２７】
　そして、第１リンク６Ｃは、一端側の軸孔７が中間フィン２Ｄの軸部２１と嵌合し、他
端側の軸孔７が第２リンク６Ｄの軸部８と嵌合している。第１リンク６Ｂは、一端側の軸
孔７が第２リンク６Ａの軸部８に嵌合し、他端側の軸孔７が中間フィン２Ｄの軸部２１と
嵌合している。また、第２リンク６Ａは、一端側の軸孔７が第３フィン２Ａの軸部２１と
嵌合し、他端側の軸孔７が第１フィン２Ｃの軸部２１と嵌合し、中間の軸孔７が第２フィ
ン２Ｂの軸部２１と嵌合し、一端側の軸部８が第１リンク６Ｂの軸孔７と嵌合している。
他方の第２リンク６Ｄは、一端側の軸孔７が第３フィン２Ｇの軸部２１と嵌合し、他端側
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の軸孔７が第１フィン２Ｅの軸部２１と嵌合し、中間の軸孔７が第２フィン２Ｆの軸部２
１と嵌合し、他端側の軸部８が第３リンク６Ｃの軸孔７と嵌合している。但し、第１リン
ク６Ａと第２リンク６Ｂの連結、及び第１リンク６Ｄと第２リンク６Ｃの連結は、この構
成以外であっても差し支えない。
【００２８】
　上記した横型フィン３は、細長い本体３０の左右の各端面にそれぞれ突設された軸部３
１及び軸部３２と、左右の中間部にあって後側に設けられた逃がし用開口３３及び開口３
３の前側を一段肉厚に形成した規制部３４と、上下面にあって開口３３と規制部３４との
間に設けられて左右に延びているガイド溝３５，３５とを有している。各軸部３１は軸部
３２よりも長く形成されている。規制部３４には穴部３６が設けられている。なお、穴部
３６には必要に応じて不図示の弾性体が装着される。該弾性体は後述する操作用ノブ５に
適度に圧接することで、ノブ５が振動などでがたつかないようにする。
【００２９】
　そして、横型フィン３は、第２支持部１２，１２に対して、両側の軸部３１が対応する
軸孔１２ａに嵌合されると共に、両側の軸部３２が対応する円弧溝１２ｂに嵌合されてい
る。このため、横型フィン３は、板幅方向の後側が前側の軸部３１を支点として円弧溝１
２ｂに応じて所定角だけ上下方向に回動可能となっている。
【００３０】
　また、横型フィン３には、操作用ノブ５がスライダー４を介して所定寸法だけ前後動可
能、かつ所定寸法だけ左右に横移動可能に組み付けられる。つまり、スライダー４は、図
９に示されるごとく側面視で本体３０を間に挟み込む略コ形状となっており、中心部を形
成している略矩形の本体４０と、本体４０の両側に隙間４４を保って連結された腕部４５
，４６とを有している。そして、スライダー４は、横型フィン３に対し左右方向に摺動可
能に組付けられると共に、その摺動が所定範囲に規制される。ノブ５は、スライダー４に
対し前後方向に摺動可能に組付けられると共に、その摺動が所定範囲に規制される。
【００３１】
　詳述すると、本体４０は、横型フィン３のうち、長手方向の一側から規制部３４の間の
フィン部分を挟持する。本体４０には、コ形の中間側から先端手前まで切り欠いた開口４
１と、対向内面の先端にそれぞれ突出された一対の凸部４２，４２と、上面の先端に突出
されたストッパー４３とが設けられている。開口４１は、図４（ｂ）のごとく後述するノ
ブ５の一部（例えば突起５４，５８，５９や片部５５ａ，５５ｂ）を逃がす箇所である。
各凸部４２は、上記ガイド溝３５に摺動可能に嵌合して、横型フィン３に対するスライダ
ー４の左右移動量を規制する。ストッパー４３は、ノブ５の前後動を所定の距離に規制可
能にする。一方、腕部４５，４６は、先端が内側に湾曲形成され、図９（ｃ）のごとく本
体３０を内側に配置した状態で本体３０の対応縁部に摺動可能に引っかかり、本体３０か
ら不用意に外れないよう組付けられる。
【００３２】
　ノブ５は、横型フィン３及びスライダー４を上下から挟み込む上ノブ５Ａ及び下ノブ５
Ｂと、両ノブ５Ａ，５Ｂの間にあって前側に装着される化粧ノブ５Ｃとで構成されて、横
型フィン３に対してスライダー４と共に左右に移動可能で、かつ、単独でスライダー４に
対して前後動可能となっている。
【００３３】
　ここで、上下ノブ５Ａ，５Ｂは、内面形状として、両側の縁部５１と、各縁部５１と平
行に突出されて間に前後に延びるガイド溝５３を区画している張出部５２と、先端側に突
出されて化粧ノブ５Ｃと係合可能な掛止壁５６ａ，５６ｂ及び掛止壁５６ａ，５６ｂの両
側に突出された爪部５６ｃ，５６ｃと、後端側に設けられて互いに連結される突起５４又
は５８とが設けられている。突起５４は、上ノブ５Ａの左右中間より少し左側に設けられ
ており、左端面に突出された軸部５４ａと、上面側より突出されている片部５５ａとを有
している。突起５８は、下ノブ５Ｂの左右中間より少し右側に設けられており、右端面に
設けられた係合孔５８ａと、上面側より突出されている片部５５ｂとを有している。加え
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て、上ノブ５Ａは、突起５４と掛止壁５６ａとの間に突設された２つの当接壁５７ｂ，５
７ｂを有している。各当接壁５７は、所定間隔を保って前後に対向しており、上記ストッ
パー４３に当接することでノブ５の前後移動量を規制する。
【００３４】
　以上の上下ノブ５Ａ，５Ｂは、横型フィン３にスライダー４を組付けた後、軸部５４ａ
を係合孔５８ａに係合した状態でスライダー４を上下から挟み込むよう重ねられる。手順
的には、 例えば、化粧ノブ５Ｃが下ノブ５Ｂに対し化粧ノブの下側を両側の爪部５６ｃ
等に係止した状態に取り付けられる。その後、上下ノブ５Ａ，５Ｂは、本体３０に組付け
られたスライダー４を上下から挟み込むよう重ねられる。すると、上下ノブ５Ａ，５Ｂは
、化粧ノブ５Ｃが上ノブ５Ａに対し化粧ノブの上側を両側の爪部５６ｃ等に係止した状態
にて取り付けられることにより化粧ノブ５Ｃを介して一体物となる。
【００３５】
　取付状態では、上下ノブの各片部５５ａ，５５ｂが図３に示されるごとく中間フィン２
Ｄの円弧溝２３ａ内に配置される。このため、ノブ５は、各片部５５ａ，５５ｂの内側に
中間フィン２Ｄの片部２３を拘束し、その拘束態様により中間フィン２Ｄに連結ないしは
作動連結されている。そして、ノブ５は、スライダー４に対し上下のガイド溝５３を腕部
４５，４６に嵌合した状態で前後方向に移動可能となっている。ノブ５の前後移動量は、
上述した当接壁５７ｂ同士の間の寸法に対応している。
【００３６】
（作動）以下、以上のように作製された風向調整装置の主な作動について明らかにする。
（１）、図２及び図３は、各フィン２Ａ～２Ｇが互いに略平行となる平行送風モードの状
態である。この状態では、各リンク６Ａ～６Ｄが直線上に配置され、ノブ５が横型フィン
３の略左右中間に配置され、更に各ノブの突起５４，５８や突起５９がスライダーの開口
４１内に配置されている。そして、この平行送風モードでは、スライダー４が横型フィン
のガイド溝３５の左右中間に配置されると共に、ノブ５が横型フィン３の左右中間つまり
図３の初期ないしは通常位置に配置されている。
【００３７】
（２）、図４は、平行送風モードの状態から、ノブ５が同図（ｂ）のごとく最大まで引っ
張られて、フィン２Ａ～２Ｃとフィン２Ｅ～２Ｇが反対方向に回動された拡散送風モード
の状態である。すなわち、ノブ５は、横型フィン３に組付けられたスライダー４に対して
前記の通常位置から手前方向である最前方位置、つまり図１０に示される突起５４に近い
側の当接壁５７ｂがスライダーのストッパー４３に当たるまで移動される。すると、中間
フィン２Ｄは、ノブ５に引っ張られて凹所１３，１５の蟻溝形状に沿って前方移動される
。中間フィン２Ｄは、その前方移動により、当初の略平行な状態を維持して片部２３ない
しは前側が開口４１内に入って逃がされる。これと同期して、他のフィン２Ａ～２Ｃは第
１リンク６Ｂ及び第２リンク６Ａを介し、フィン２Ｅ～２Ｇは第１リンク６Ｃ及び第２リ
ンク６Ｄを介しそれぞれ互いに反対方向に回動した拡散送風モードに切り換えられる。こ
の場合、フィン２Ａ～２Ｃやフィン２Ｅ～２Ｇの回動角は、ノブ５の引張り量に比例した
角度となり多様な拡散送風態様が得られる。
【００３８】
（３）、拡散送風モードから再び水平送風モードに戻す場合は、ノブ５を摘んで押し操作
すると、中間フィン２Ｄが元の通常位置まで移動される。それと同期して、他のフィン２
Ａ～２Ｃ及び２Ｅ～２Ｇも対応するリンク６Ａ～６Ｄを介して中間フィン２Ｄと略平行な
状態である水平送風モードに切り換えられる。
【００３９】
（４）、図５は、平行送風モードの状態から、ノブ５が同（ｂ）の矢印方向へ最大まで横
移動されて、全てのフィン２Ａ～２Ｇがほぼ同じ方向に回動され傾斜された傾斜送風モー
ドの状態である。すなわち、ノブ５は、通常位置である平行送風モードの状態において、
スライダー４と共に横型フィン３に対し横方向である右又は左側、つまり凸部４２がガイ
ド溝３５の対応溝端に当たるまで移動されると、中間フィン２Ｄが上下の軸部２０を支点
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としてノブ５の移動方向に応じた向きへ回動されて、第２支持部１２と非平行となる傾斜
状態となる。これと同期して、他のフィン２Ａ～２Ｃは第１リンク６Ｂ及び第２リンク６
Ａを介し、フィン２Ｅ～２Ｇは第１リンク６Ｃ及び第２リンク６Ｄを介しそれぞれフィン
２Ｄと同方向へ回動されて傾斜送風モードに切り換えられる。なお、この傾斜送風モード
は、各フィン２Ａ～２Ｇがノブ５の横移動の度合い、ないしは各フィン２の回動度合いに
応じた角度となるため首振り送風モードと称されることもある。
【００４０】
（５）、図６は、図４の拡散送風モードの状態から、ノブ５が通常位置から引っ張られた
状態でスライダー４を介して同（ｂ）の矢印方向へ移動されて、フィン２の一部この例だ
とフィン２Ｅ～２Ｇの傾きを変更した、つまり中間フィン２Ｄを挟んだ左側フィン２Ｅ～
２Ｇ及び右側フィン２Ａ～２Ｃの傾斜角が異なる変形傾斜送風モードの状態である。すな
わち、ノブ５は、拡散送風モードの状態において、スライダー４と一体的に横方向である
右又は左側、つまり凸部４２がガイド溝３５の対応溝端に当たるまで移動されると、中間
フィン２Ｄが上下の軸部２０を支点としてノブ５の移動方向に応じた向きへ回動されて、
水平状態から傾斜状態となる。その際には、図６の例だと、中間フィン２Ｄが逆時計回り
回動されるのと連動して、第１リンク６Ｃ及び第２リンク６Ｄを同方向へ押す。その結果
、フィン２Ｄ～２Ｇの方はリンク６Ｃ，６Ｄを介して同方向へ回動されが、フィン２Ａ～
２Ｃの方は拡散送風モードの状態を保つ。
【００４１】
（６）、以上の形態例では、ノブ５が単一の横型フィン３に対しスライダー４を介して前
後及び左右に移動可能に支持されているためノブの支持構造を簡略化でき、しかも上述し
たフィン２が互いに平行となる平行送風モード、２以上のフィンを互いに反対方向に回動
した拡散送風モード、平行送風モードの状態からノブ５をスライダー４を介して横方向へ
の移動操作によりフィン２を同方向へ回動して全てを所定角に傾斜した傾斜送風モード、
拡散送風モードの状態からノブ５をスライダー４を介して横方向への移動操作により２フ
ィンの一部が同方向へ回動する変形傾斜送風モードに切り換えられる。このため、この切
換構造では、ノブ５による連続した切換操作を可能にすることで送風態様の切換操作性を
簡明にし、課題で述べたように見逃される送風モードがなくなり、使い勝手を向上できる
。
【００４２】
（７）、なお、以上の形態例では、第２支持部１２に対する横型フィン１３の回動構成に
より、図１に例示されるごとくフィン１３の姿勢や角度に応じて更に送風態様を可変可能
となる。すなわち、図１（ｂ）はフィン１３が同（ａ）の状態から上向きに押された状態
を示している。この場合、フィン１３は、両側の第２支持部１２に対し軸部３２が円弧溝
１２ｂの溝内下端に当たって規制されるまで、軸部３１を支点として時計回りに回動され
て下向き傾斜の状態となっている。フィン１３は同（ａ）の状態から下向きに押されると
、同（ｂ）と逆向きに傾斜の状態となる。
【００４３】
（第２形態の構造）図１１～図１５に示される風向調整装置は、上記第１形態の風向調整
装置９に比べ基本構造は同じであり、特に拡散送風モードを横拡散から縦拡散にすべく変
更した一例である。このため、この説明では、図１～図１０に示した部材や部位と同じも
のに同一符号を付し、重複説明を極力省くことにする。
【００４４】
（構造の変更点）図１１は第２形態の要部を図８に対応して示している。この構造では、
第１形態に対し、フィン２Ａ～２Ｇ（２）におけるリンク軸部である軸部２４をフィン軸
部である軸部２０の前側に設けた点と、リンク機構６を構成しているリンク同士の連結構
成の点とが変更されている。このうち、前者の構造では、リンク軸部である軸部２４が軸
部２０の前側に設けられることにより、各フィン２Ａ～２Ｇが図１２～図１４に示される
ごとくケース１に対し軸部２０を介して枢支された状態において、リンク６Ａ～６Ｄ（６
）が軸部２０の前側に配置されている。
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【００４５】
　後者の構造では、一方の第１リンク６Ｃが一端側の軸孔７を中間フィン２Ｄの軸部２４
と嵌合し、他端側の軸孔７を第１フィン２Ｅの軸部２４と嵌合している。他方の第１リン
ク６Ｂが一端側の軸孔７を第１フィン２Ｃの軸部２４と嵌合し、他端側の軸孔７を中間フ
ィン２Ｄの軸部２４と嵌合している。また、第２リンク６Ａが一端側の軸孔７を第３フィ
ン２Ａの軸部２４と嵌合し、他端側の軸孔７を第１フィン２Ｃの軸部２４と嵌合し、中間
の軸孔７を第２フィン２Ｂの軸部２４と嵌合している。他方の第２リンク６Ｄが一端側の
軸孔７を第３フィン２Ｇの軸部２４と嵌合し、他端側の軸孔７を第１フィン２Ｅの軸部２
４と嵌合し、中間の軸孔７を第２フィン２Ｆの軸部２４と嵌合している。すなわち、この
構造では、第１形態に比べて各リンク６Ａ～６Ｄが軸部２０の前側に配置されている関係
でノブ５の移動に伴って変位するときの自由度を拡大し、その結果、リンク同士の連結も
簡易化されている。
【００４６】
（作動の変更点）第２形態では、第１形態で述べた上記（１）～（６）のうち、（２）の
作動を除いてほぼ同じである。すなわち、第１形態の拡散送風モードでは、 図４に示さ
れるごとくフィン軸部である軸部２０がリンク軸部である軸部２１より前方に配置される
ため、フィン２の２以上が互いに前方側を外側に回動して空気吹き出し方向を左右方向に
拡散可能となる。要は、空気が横方向へ広がるようにして吹き出される。
【００４７】
　これに対し、第２形態の拡散送風モードでは、図１３に示されるごとくフィン軸部であ
る軸部２０がリンク軸部である軸部２４より後方に配置、つまり軸部２４が軸部２０より
前方に配置されることでリンク６の動きを制約され難くなるため、フィン２の２以上つま
り中間フィン２Ｄを挟んだ右側のフィン２Ａ～２Ｃ及び左側のフィン２Ｅ～２Ｇが共に中
間フィン２Ｄの方を向くよう互いに前方側を内側に回動して空気吹き出し方向を上下方向
に拡散可能となる。要は、右側のフィン２Ａ～２Ｃに導かれた空気の流れと、左側のフィ
ン２Ｅ～２Ｇに導かれた空気の流れが中間フィン２Ｄの前方でぶつかり、その結果、空気
の流れが上下つまり縦方向に拡散されるよう吹き出される。なお、図１２の平行送風モー
ドは図３と、図１４の傾斜送風モードは図５と、図１５の変形拡散送風モードは図６の状
態と実質的に同じである。
【００４８】
　なお、本発明の風向調整装置は、請求項１で特定される構成を備えておればよく、細部
は以上の説明を参考にして変更したり展開可能なものである。その例として、ケースとし
ては前枠を本体に後付けする構成を示したが、前枠を廃止したり、本体形状や前枠形状も
任意である。また、各形態例では横型フィンを動かない非可動式にすることも可能である
。
【００４９】
　更に、以上のフィン２は、第１フィンであるフィン２Ｃ，２Ｅ、及び第２フィンである
フィン２Ｂ，２Ｆ、並びに第３フィンであるフィン２Ａ，２Ｇで構成されているが、フィ
ン２が５枚構成の例だと、第３フィンであるフィン２Ａ，２Ｇが省略されることになる。
本発明はそのような形態も含む。
【符号の説明】
【００５０】
　１・・・・・・・ケース（１０Ａは本体、１０Ｂは前枠）
　２・・・・・・・フィン（２Ａ～２Ｇは第１から第５フィン）
　３・・・・・・・横型フィン（３０は本体、３５はガイド溝）
　４・・・・・・・スライダー（４０は本体、４２は凸部）
　５・・・・・・・ノブ（５Ａは上ノブ、５Ｂは下ノブ、５Ｃは化粧ノブ）
　６・・・・・・・リンク機構（６Ａ～６Ｄはリンク）
　７・・・・・・・軸孔
　８・・・・・・・軸部
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　９・・・・・・・風向調整装置
　１２・・・・・・第２支持部（１２ａは軸孔、１２ｂは円弧溝）
　１３・・・・・・凹所（支持部）
　１５・・・・・・凹所（支持部）
　２０・・・・・・軸部（フィン軸部）
　２１・・・・・・軸部（リンク軸部）
　２３・・・・・・片部（２３ａは円弧溝）
　２４・・・・・・軸部（リンク軸部）
　３１・・・・・・軸部
　３２・・・・・・軸部
　４３・・・・・・ストッパー
　５３・・・・・・ガイド溝

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】



(16) JP 2017-100467 A 2017.6.8

【図１５】 【図１６】

【図１７】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

